
Google DeepMind「Gemini 4 Argon」調査報告 —
2026年10月1日時点

エグゼクティブサマリー

調査基準時点：2026年10月1日（日本時間）。 Google DeepMind / Google は日本時間2026年10月1日、新
しいフロンティアAIモデル Gemini 4 Argon を正式発表した。日本語公式ブログも同日付で公開されている。
ArgonはGemini 4世代の旗艦モデルに位置づけられ、Googleは特に「実世界のソフトウェアエンジニアリン
グ」「法務・財務を含む企業ナレッジワーク」「サイバーセキュリティ」「長時間・多段階のエージェント
処理」を訴求している。一般公開はまだ行われておらず、まずFairwind Program経由で信頼されたサイバー
防御担当者に提供し、米国政府のリリース前アクセス制度にも参加している。 

本モデルの最も特徴的な公開仕様は、出力上限を従来の64,000トークンから100万トークンへ約15.6倍拡張
したことにある。これは単なる「長い入力コンテキスト」ではなく、Googleが明示的に単一の推論・作業軌
跡で数十万トークンを生成することを狙った設計であり、コードベース移行、長時間の調査・エージェント
実行などで差別化する構想である。もっとも、パラメータ数、Transformer/MoE等の具体的アーキテク
チャ、事前学習データ量・構成、学習計算量、訓練用ハードウェア、知識カットオフは未指定である。
Reutersに対してGoogleは、Argonが従来の高度な「Pro」モデルより「サイズが大きい」とだけ説明してい
る。 

性能面では、Googleが公開した比較で Vals Index 68.9、DeepSWE v1.1 77.9、AutomationBench 51.3、
LVBench 91.7、CWE-bench v1 68.0 などで首位または首位タイとなる一方、FrontierSWE v2、Terminal-
Bench 4.0、Terminal-Bench ScienceなどではOpenAIやAnthropicの競合モデルに負けている。したがって
「すべてのベンチマークで最強」ではなく、より正確には、企業ナレッジワーク、長期ソフトウェア作業、長
文脈・動画理解、サイバー防御に強く、一部の純粋なコーディング／端末エージェント課題では競合優位が
残るモデルと評価すべきである。Reutersも、Googleが示した4つのコード関連指標のうち2つではArgonが競
合より低かったと指摘している。 

ただし、ベンチマークの読み方には重要な注意が必要である。Google DeepMind自身の評価方法資料によれ
ば、Argonの結果にはGoogle側で再計測したものと外部リーダーボード由来のものが混在し、競合モデルに
ついてはベンダー自己申告値も多い。またLVBenchではモデルごとに取得フレーム数が異なる。このため、
公開表は有力な証拠ではあるものの、完全に同一条件で実施された独立第三者比較ではない。 

商業面では、Googleは導入価格を100万入力トークン当たり2ドル、100万出力トークン当たり10ドル、
キャッシュ入力は95%割引と発表した。英語版公式発表では導入期間終了後をそれぞれ 4ドル／20ドル とし
ている。ただし、導入価格の終了日、公開APIのモデルID、レート制限、リージョン、Vertex AI / AI Studioで
の一般提供日などは現時点で未指定である。広範な展開は有料API顧客とGoogle AI Ultraユーザーから始める
予定である。 

安全性は今回の発表の核心でもある。GoogleはArgonについて、サイバー攻撃・CBRN悪用の拒否、内部活性
の監視、間接プロンプトインジェクションへの敵対的学習、思考・行動の監視と緊急停止、高リスク評価環
境の隔離を列挙している。一方で、認定された防御担当者にはサイバーガードレールを外したArgonを提供
する。この二層型アクセス設計は、高性能エージェントを一律に弱体化させるのではなく、ユーザーの信頼
レベルに応じて能力開放度を変えるモデルであり、今後のフロンティアAI提供方式に影響する可能性がある。
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総合評価として、Gemini 4 Argonは現時点で「非常に有望だが、まだ十分に検証可能ではないフロンティア
モデル」である。 最大の強みは長期エージェント処理、企業業務、サイバー防御、100万トークン出力、
Google内部での大規模実利用である。一方、最大の弱点は、一般ユーザーがまだ再現試験できないこと、
アーキテクチャ・訓練データ・パラメータ数の透明性が低いこと、完全なモデルカード／査読論文がまだ確
認できないこと、そして長いエージェント軌跡そのものが誤動作・権限逸脱・プロンプトインジェクション
のリスク面を拡大することである。 

公式発表と技術仕様

Googleの日本語公式発表は、2026年10月1日付「Gemini 4 Argon：フロンティア知能の新時代」である。
米国では9月30日付の英語版発表となっており、時差を考慮すれば同じローンチである。 

一次資料 日付 URL 要点

Google Japan Blog
「Gemini 4 Argon：フ
ロンティア知能の新時
代」

2026-10-01
https://blog.google/intl/ja-jp/
company-news/technology/
gemini4argon/

日本語の正式発表。能
力、価格、100万出力、
サイバー、安全策、段階
提供を説明。 

Google Blog 英語版
2026-09-30

（米国時間）

https://blog.google/
innovation-and-ai/models-
and-research/gemini-models/
gemini-4-argon/

グローバル発表。導入
後価格を含む商用条
件、安全策、ユースケー
スを説明。 

Google DeepMind
Geminiモデルページ

2026-10-01確
認

https://deepmind.google/
models/gemini/

Argonの性能比較表と安
全性・エコシステム情
報。 

DeepMind Gemini 4
Argon evaluation
methodology

2026-10-01確
認

https://deepmind.google/
models/evals-methodology/
gemini-4-argon

各ベンチマークのハー
ネス、pass@1、競合ス
コアの出所等を説明。 

DeepMind Frontier
Safety Framework

Version 3.1、
2026-04-17

https://deepmind.google/
frontier-safety/

フロンティア能力レベ
ル、評価、リスク軽減
の企業フレームワーク。
Argon安全策の基盤。 

DeepMind Model
Cards一覧

2026-10-01確
認

https://deepmind.google/
models/model-cards/

調査時点の公開一覧に
はGemini 4 Argon専用
モデルカードが掲載され
ていない。 

公開されている技術仕様

項目 Gemini 4 Argonの公開状況 評価

世代・位置
付け

Gemini 4世代のフロンティア／旗艦モデル。 確認済み

基礎アーキ
テクチャ

Transformer、MoE、dense等の具体形式は公表資料で未指定。 未指定
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項目 Gemini 4 Argonの公開状況 評価

パラメータ
数

数値非公開。Google広報はReutersに「従来の高度なProモデルより大き
い」と説明。 

数値未指
定

訓練データ
コーパス規模、Web/コード/画像/動画等の内訳、期間、ライセンス構成は未
指定。

未指定

学習計算
量・GPU/
TPU

FLOP、TPU世代、クラスタ規模とも未指定。 未指定

事前学習方
式

詳細非公開。 未指定

ポストト
レーニング

サイバー防御能力を特に訓練。間接プロンプトインジェクション対策では自
動レッドチーミングと敵対的学習を使用。 

一部確認

知識カット
オフ

未指定。 未指定

最大出力 100万トークン。従来の64Kから拡張。 確認済み

最大入力／
コンテキス
ト

評価資料には256K～1MトークンのGraphWalks評価があるため超長文脈能力
は確認できるが、一般公開APIの正式な入力上限値は未指定。 

API値は
未指定

モダリティ
Googleは「coding, reasoning, multimodality」を明記し、チャート、長尺
動画、文書を扱う例を提示。APIで受理するテキスト・画像・動画・音声等
の厳密なI/O一覧はArgonについてまだ未指定。 

部分確認

出力モダリ
ティ

現時点の発表は主としてテキスト／コード。画像・音声・動画生成出力対応
は未確認。

未確認

ツール利用
エージェント、コード実行、システム操作を想定した評価あり。ただし公開
APIで利用可能な具体的ツールセットは未指定。 

部分確認

サイバー能
力

脆弱性の発見・検証・パッチ作成を自律実行可能とGoogleが説明。 
公式主張
として確
認

API一般提
供

現在はFairwind等の限定アクセス。一般提供日は未指定。将来は有料API顧
客とGoogle AI Ultraから拡大予定。 

未提供／
予定

APIモデル
ID

未指定。 未指定

レート制
限・リー
ジョン

未指定。 未指定

モデルウェ
イト

公開ウェイトの発表なし。
非公開と
みられる

ライセンス Argon固有の新規ライセンス条件は未指定。 未指定
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比較対象として、2026年9月2日に公開されたGemini 3.8 Flashは入力1M、出力64K、テキスト・画像・動
画・音声・PDF入力、テキスト出力、Function Calling/Search/Computer Useに対応すると公式ページが明
記していた。Argonは、少なくとも出力長について64K→1Mという桁違いの拡張を行ったことになる。 

ただし、100万出力トークンは同時にコスト・レイテンシ・検証負担を増大させる。Googleがこの長さを訴
求する本当の狙いは、「100万トークンの回答文」を人間に読ませることよりも、エージェントが内部で長い
推論、ツール実行、コード生成・修正、テストを繰り返す長期軌跡を可能にすることだと解釈するのが合理
的である。この点は、Google自身が「1つのプロセスの中で数十万トークンを生成」と説明していることか
らも読み取れる。 

Google内部ではすでに数千人の社員が利用しており、同社が示した具体例には、量子アルゴリズムで既知の
公開基準を40%改善した事例、データセンター全体で展開後300TiB超のメモリを解放し最終500TiB～1PiB削
減を見込む事例、C/C++からRustへのコード移行、Fuchsia Zirconカーネル80万行超への適用などがある。
libgav1では既存Rust版の32K行のSIMDコードを置換し、同一動画出力を保ちながら既存Rust移植版より2.7
倍高速化したとしている。これらは興味深い実運用証拠だが、現時点ではすべてGoogle自身の事例であり、
独立再現研究ではない。 

ベンチマーク性能と比較

Google DeepMindが公開した主要比較は下表の通りである。数値は原則「高いほど良い」。なお競合名・
バージョンはGoogleの比較表に従っている。 

分野／ベンチマーク
Gemini 4

Argon
GPT-6
Astra

Claude
Fable 5.1

Claude
Opus 5.5

Argon評
価

企業ナレッジ：Vals Index 68.9 63.1 65.8 67.0 1位

業務自動化：AutomationBench 51.3 41.4 31.4 42.5 1位

財務：Vals Finance Agent v2 65.4 53.5 58.9 58.6 1位

法務：Harvey’s Legal Agent 19.6 5.4 6.7 3.8
1位・大
差

長期コード：DeepSWE v1.1 77.9 74.1 67.4 74.2 1位

コード：FrontierSWE v2 55.0 65.5 56.3 62.3 4位

コード生成：Vibe Code Bench 91.9 89.6 90.3 90.3 1位

端末エージェント：Terminal-
Bench 4.0

57.4 58.2 57.9 66.4 4位

ML後学習：PostTrainBench 45.3 44.3 40.2 49.3 2位

科学エージェント：Terminal-
Bench Science

57.6 68.1 52.6 63.3 3位

ラボ／科学：LABBench 2 88.8 85.4 68.6 73.1 1位

数学：RiemannBench 76.0 72.0 65.6 69.6 1位

長文脈 ≤128K：GraphWalks
BFS F1

99.7 98.7 91.4 90.6 1位
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分野／ベンチマーク
Gemini 4

Argon
GPT-6
Astra

Claude
Fable 5.1

Claude
Opus 5.5

Argon評
価

長文脈 256K–1M：GraphWalks
BFS F1

84.2 71.8 65.0 66.8 1位

自律エージェント：Agent’s Last
Exam

39.5 34.2 — 38.2 1位

コンピュータ操作：
OSWorld-2.0

69.2 72.6 — — 2位

図表理解：Chartography 71.6 71.0 46.2 66.3 1位

長尺動画：LVBench 91.7 87.5 79.7 83.7 1位

サイバー修復：CWE-bench v1 68.0 68.0 58.0 67.0
首位タ
イ

出典：Google DeepMind Geminiモデルページおよび評価方法資料、2026年10月1日確認。
URL: https://deepmind.google/models/gemini/
評価方法: https://deepmind.google/models/evals-methodology/gemini-4-argon

前世代との比較

直近の公開Geminiである3.8 Flashとの直接比較が可能な指標では、Argonの上昇幅は相応に大きい。

ベンチマーク Gemini 3.8 Flash Gemini 4 Argon 変化

Vals Finance Agent v2 61.4 65.4 +4.0pt

Harvey’s Legal Agent 10.0 19.6 +9.6pt

最大出力 64K tokens 1M tokens 約15.6倍

3.8 Flashの数値はGoogle DeepMind公式ページ、ArgonはGemini 4公式比較による。特にHarvey法務ベンチ
マークではほぼ倍増しており、GoogleがArgonを単なる「より大きなコーディングモデル」ではなく企業知
識労働モデルとして位置づけている理由がうかがえる。 

独立評価会社Valsでも、Argonは Vals Index 68.90±0.97で41モデル中1位、Finance Agent v2で65.40を記
録した一方、Vibe Code Benchでは2位、Terminal系でも必ずしも首位ではない。同社のモデルページは、評
価時のArgonについて1Mコンテキストと262K最大出力という設定も掲載しており、Googleが発表した最終的
な1M出力上限と、実際に評価者へ提供された初期API構成が同一ではない可能性を示唆する。これは矛盾と
いうより、段階展開中のエンドポイント／設定差と考えるべきだが、一般公開後に再確認が必要である。 

ベンチマークを読む際の重要な留保

DeepMindの評価方法PDFによれば、Gemini系は原則pass@1で、最高thinking設定が使われ、小規模ベンチ
マークは複数試行の平均となる。一方、競合値にはベンダー自己申告や公開リーダーボードが用いられる。
DeepSWE、Terminal-Bench、LABBench、GraphWalks等もそれぞれ異なるハーネス条件であり、完全な共
通環境試験ではない。 

19

20

21

22

5

https://deepmind.google/models/gemini/
https://deepmind.google/models/evals-methodology/gemini-4-argon
https://deepmind.google/models/gemini/?utm_source=chatgpt.com
https://deepmind.google/models/gemini/flash/?utm_source=chatgpt.com
https://www.vals.ai/models/google_gemini-4-argon?utm_source=chatgpt.com
https://deepmind.google/models/evals-methodology/gemini-4-argon


とりわけLVBenchでは、Geminiは1fps、GPT-6 Astraは800フレーム、Claude Fableは300フレーム、Opusは
600フレームというようにモデル/API制約に応じたフレーム予算差がある。このため「91.7対87.5」を一般的
な動画理解能力の絶対差とみなすのは危険である。 

また、今回GoogleはMMLUのような従来型NLP知識試験を前面に出していない。評価セットはむしろ長期的
な実務遂行、エージェント、コード、科学、動画、サイバーへ大幅にシフトしている。これはフロンティアAI
競争の評価軸が「一問一答の正答率」から「数十分～数時間・多数ステップの作業を最後まで遂行できる
か」に移行していることを示す重要な変化である。 

評判・反響

発表からまだ数時間しか経っていないため、2026年10月1日昼時点の反応は、学術的な再現研究よりも、アク
セス制限、ベンチマーク、競争力、安全性に関する初期評価が中心である。

発信主体 日時 反応・代表的表現 評価

Reuters

2026-09-30
20:04 UTC
（10/1 05:04
JST）

GoogleがOpenAI/Anthropicに「catch up」する
ための新旗艦と位置付ける一方、4つのコード指
標のうち2つでは競合に遅れると指摘。

競争力は認めつ
つ慎重。 

The Verge

2026-09-30
20:41 UTC
（10/1 05:41
JST）

見出しで「only ‘trusted cyber defenders’ can
have it right now」と、強さよりも限定提供を強
調。発表前にはXで流出とみられるベンチマーク
が話題になっていたと報道。

能力とアクセス
制限のギャップ
を強調。 

Axios
2026-10-01 JST
確認

Gemini責任者Tulsee Doshiは「Argon is a well-
rounded model that has frontier capabilities
across several domains」と説明。一方Axios
は、ベンチマークと実世界性能は別問題と警告。

期待＋実利用待
ち。 

Vals AI 2026-09-30
Vals IndexでArgonを1位評価。ただしすべてのベ
ンチマークで首位ではない。

独立ベンチでは
強力だが万能で
はない。 

Reddit r/
GeminiAI

2026-10-01確認
代表コメント：「Cyber - so locked down to
select partners. Decent benchmarks.」

限定アクセスへ
の失望と、性能
への控えめな肯
定。 

日本語コ
ミュニティ

2026-10-01
発表直後からnote等で概要解説が出現したが、一
般利用前なので独立した実機レビューはまだ限定
的。

情報整理段階。

学術界 2026-10-01時点
Argonそのものに対する査読済み論文・独立学術
評価は今回の調査で未確認。

評価尚早。

Axiosはもう一つ重要な反証材料を報じている。Bloombergが匿名のGoogle社員を引用し、内部テストで性
能不足と感じた社員がいたと報道したのに対し、Googleはその報道内容を不正確だと否定したという。Axios
自身も「ベンチマークに最適化されたモデルと実世界性能は同じではない」という趣旨で注意を促してい
る。現段階ではどちらかを独立検証できないため、これは未解決の相反情報として扱うのが妥当である。 
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産業界で最も意味のある初期証拠の一つはWizとの共同運用である。Googleは、Wizの「Scan for Good」で
Argonが、世界中の病院で使われる医療ソフトウェアについて、従来のフロンティアモデルが見落とした機密
個人情報露出につながる重大な脆弱性を発見したと説明している。Wiz側もScan for Goodについて、AIが自
律的に候補を発見した後、人間の研究者が検証し、影響組織へ非公開で通知、承認された範囲のみテストす
る運用を明示している。 

WizのGoogle DeepMind側責任者Raluca Ada Popaは同プログラムについて、Gemini CyberのようなAIは「攻
撃者に対してディフェンダーを有利にする機会」を与えると述べている。このコメントはArgon単体の独立評
価ではないものの、GoogleがサイバーAIを「攻撃能力を規制するだけのモデル」ではなく、公共インフラ防
御に能動利用する戦略を示している。2026年9月下旬公開。URL: https://www.wiz.io/ja-jp/blog/scan-for-
good-critical-ai-exposures

X/Twitterについては注意が必要である。 The Vergeは9月末、X上でArgonとみられる流出ベンチマークが
「buzzing」状態だったと報じ、2件のX投稿を参照している。対象URLは x.com/rynorhn/status/
2104497579463786839  および x.com/JustLingonberry/status/2104431004337479933  だが、本調査環境から
はX側が403を返し本文を直接検証できなかった。このため、二次報道以上の内容や直接引用は未確認とす
る。 

日本のSNSについても、発表当日かつ一般アクセス前のため、検証可能な実機ベースの代表投稿は本調査時点
では未確認である。したがって、匿名投稿を「日本でのコンセンサス」として引用するのは避けるべきであ
る。

総じて初日の評判は、「ベンチマーク上は本当に強い」「100万出力とサイバー能力は異例」「しかし一般人
が触れないので、まだGoogleのデモと限定パートナー評価への依存度が高い」という三点に集約できる。
Reutersが「追いつくためのモデル」と位置づけ、The Vergeが「使わせてもらえないモデル」と切り取り、
Axiosが実世界テストを待つ姿勢を見せるのは、その状況をよく表している。 

セキュリティ・倫理・規制上の論点

Gemini 4 Argonの安全設計は、一般的なチャットボットの「危険な質問を拒否する」だけではない。Google
は、よりエージェント的なシステムを前提として少なくとも4層の対策を明示している。 

悪用防止。 サイバー攻撃および化学・生物・放射性物質・核（CBRN）に関する有害要求を拒否しつつ、正当
な二用途研究は可能にする方針である。さらに外部出力だけではなくモデル内部のactivationを監視して悪用
を検知する技術を強化し、社内外のレッドチームによる手動・自動攻撃試験を行ったとしている。 

プロンプトインジェクション。 ArgonはWeb、文書、コード、外部ツールを扱うエージェントとして使われる
ため、外部コンテンツ内に埋め込まれた命令で行動を乗っ取られる「間接プロンプトインジェクション」が
重要になる。Googleは自動レッドチーミングとadversarial trainingを実施し、Gray SwanのIndirect Prompt
Injection評価で先頭クラスと主張している。ただし、具体的な絶対スコアは発表本文では示していない。 

ミスアライメント監視。 GoogleはArgonの思考過程とアクションを監視し、ユーザー意図を逸脱した場合に
実行を停止する仕組みを導入した。また、訓練時にも同様の監視を行う一方、モデルが監視回避を学習する
リスクを避けるため、監視で得た情報を直接訓練に戻さないという興味深い方針を説明している。これは、
将来の高度エージェントでは「モデルの出力フィルター」だけでなく実行時監督そのものが安全境界になる
ことを示唆する。 
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システム隔離。 高リスクな訓練・評価ではsandboxを隔離・密閉し、Google DeepMindのagent-control
roadmapに沿って環境自体をhardeningするとしている。高能力モデルが自律的にコードやネットワークへ
作用する場合、これはモデルウェイトのalignmentと同じくらい重要になる。 

一方で重要なのが、認定されたサイバー担当者とGoogle内部チームにはサイバーガードレールを外した
Argonを提供するという点である。これは防御側に攻撃者と同等以上の能力を与える合理性がある半面、資
格審査、アクセスログ、組織内権限管理、資格失効、モデル出力による実システム操作の承認などが実質的
な安全装置になる。これらの詳細な運用規則は今回の公開発表ではすべて明らかになっていない。 

米国

Argonが参加している「米国政府によるモデルの事前アクセスに関する自主的なプロセス」は、2026年6月2
日の大統領令 Executive Order 14409, “Promoting Advanced Artificial Intelligence Innovation and
Security” と直接整合する。EOは、政府が高度なサイバー能力を持つモデルを「covered frontier model」
と評価する分類プロセスを設け、開発企業が計画する信頼パートナー提供の最大30日前から政府へモデルア
クセスを自主提供できる枠組みを求めている。一方、同EOはこれを政府による強制的なモデルライセンス・
事前許可制度にしてはならないとも明記する。URL: https://www.whitehouse.gov/presidential-actions/
2026/06/promoting-advanced-artificial-intelligence-innovation-and-security/、2026-06-02。 

したがってArgonの限定ローンチは単なるGoogle独自の慎重策ではなく、2026年の米国フロンティアAI・サ
イバー政策と一体化した展開モデルと見ることができる。 

欧州連合

EU AI ActではGPAI（general-purpose AI）モデル提供者への透明性・著作権等の義務が2025年8月2日から適
用され、欧州委員会の執行権限は2026年8月2日から発効している。特にsystemic riskを持つ高度なGPAIには
追加の安全・セキュリティ義務がある。Googleは欧州委員会の GPAI Code of Practice の署名企業リストに
も掲載されている。URL: https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai および
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/contents-code-gpai。 

ただし、Argonが法的に「systemic risk GPAI」としてどう分類されるかは現時点で未確認である。訓練
FLOPが公表されていないため、公開情報だけから法的閾値を判定することもできない。EUでArgonを市場提
供する際には、少なくともGPAI提供者としての文書化・著作権・透明性義務が論点になる。欧州委員会は、
2025年8月2日以降に市場投入されたGPAIについて提供時から義務対象とし、2026年8月以降は違反への執行
も可能としている。 

これはArgonにとって特に重要である。現時点でGoogleは訓練データの構成を公開していないため、商用
ローンチ時にEU向けのtraining-content summary等がどこまで追加開示されるかは要注目点となる。Google
がGPAI Code署名企業であることはコンプライアンス上プラスだが、Argon固有の法定文書がすでに提出され
たことまでは本調査で確認できていない。 

日本

日本では「人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律」（令和7年法律第53号）が施行済み
で、2026年7月14日には政府が人工知能基本計画（第Ⅱ期）を閣議決定している。AI法は研究開発・利活用の
促進とリスク対応を組み合わせた基本法的枠組みであり、Argonに対する個別の事前許可・モデル認証が今回
確認されたわけではない。公式URL: https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ai_act/ai_act.html、法令本文: https://
laws.e-gov.go.jp/law/507AC0000000053。 
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残る倫理・セキュリティ上の穴

特に重要なのは、誤情報・幻覚、バイアス、プライバシー、訓練データ著作権についてArgon固有の定量評
価がまだ十分に公開されていないことである。発表の安全性説明はサイバー、CBRN、プロンプトインジェク
ション、ミスアライメントへ集中している。したがって、法務・財務・医療のような高リスク業務にArgonを
採用する組織は、Googleの「フロンティア性能」という表現をそのまま正確性保証と解釈すべきではない。 

さらに、Wizの例が示すように、Argon級のモデルは機密個人情報へ至る脆弱性経路を自律発見できる。この
能力は防御に極めて有用だが、権限のない対象へ用いられればプライバシー侵害・不正アクセス・情報窃取
能力にも直結する。そのためWizは、承認された対象のみを試験し、人間が全発見を検証し、不要な機密情報
へのアクセスを避け、非公開で修復を調整する運用を採っている。こうしたモデル外のガバナンスはArgon採
用企業にも必要になる。 

商業的影響、ユースケースと主要タイムライン

Gemini 4 Argonの商業的な狙いは、通常の消費者チャットよりも、高単価で複雑な企業ワークフローを
「エージェントとして最後まで完遂する」市場にあると考えられる。これはGoogleがローンチ指標として法
務、財務、ソフトウェア、サイバー、業務自動化を選んでいることとも整合する。 

代表的な用途は、大規模コードベースの分析・移植・デバッグ、CI/CDやソフトウェア保守、長時間の財務調
査、法務調査とドラフティング、企業内文書をまたぐ調査・業務実行、長尺動画・図表分析、脆弱性検出・
検証・修復、科学研究、量子アルゴリズム最適化などである。Google自身のRust移行やデータセンター最適
化は、AIによる生産性向上が「文書生成」から本番インフラや巨大コード資産の変更へ移りつつあることを
示す。 

提供形態と料金

項目 状況

現在の利用対象 Fairwind Program等の信頼されたサイバー防御担当者／初期テスター。 

一般API 未提供／公開開始日未指定。 

今後の優先提供 有料API顧客、Google AI Ultraユーザーから開始。 

導入価格・入力 $2 / 100万tokens。 

導入価格・出力 $10 / 100万tokens。 

キャッシュ入力 入力単価から95%割引。 

導入期間終了後 英語公式発表で入力 $4 / 1M、出力 $20 / 1M。導入期間の長さは未指定。

Vertex AI Argon固有の一般提供状況は本調査時点で未確認。

Google AI Studio Argonの公開利用は本調査時点で未確認。

API model ID 未指定。

SLA・レート制限 未指定。

ウェイト提供 公開発表なし。

Argon固有ライセンス 未指定。
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価格だけを見ればGoogleはかなり攻撃的である。100万トークンを最大まで出力した場合でも導入価格ベー
スの出力課金は10ドルであり、Googleは「非常に長いエージェント軌跡」を高級モデルだけの高コスト機能
ではなく、企業が継続利用できるものにしようとしていると解釈できる。ただし実際のTCOには、入力、
キャッシュ、ツール呼び出し、再試行、コンピューティング時間、人間レビュー、長時間エージェントの失
敗率が加わるため、トークン単価だけでは判断できない。価格情報はGoogle公式発表による。 

ReutersはGoogleの直近のメッセージが、絶対的な最先端性能だけでなく競合に対するコスト優位へ移ってい
たと報じている。Argonの価格設定はその戦略の延長にあり、OpenAI・Anthropicとの企業AI競争を「最高ス
コア」だけでなく「1業務を完遂する総コスト」で争う意図が見える。 

一方、商用採用側にとって当面の最大の問題は価格より再現性と運用統制である。コード移行や法務判断、
脆弱性試験を数十万トークンにわたり自律化する場合、途中の一つの誤判断が下流の多数ステップへ伝播す
る。したがって、チェックポイント、権限分離、dry-run、テスト環境、人間承認、ロールバック、監査ログ
を組み込まない「完全放任エージェント」は、Argonほど能力が高いモデルほどむしろ危険になり得る。この
見方はGoogle自身が思考・行動監視、停止機構、隔離sandboxを重視していることとも整合する。 

5月の予告と3.5 Pro不発・最終的な中止についてはReutersおよびAxios、9月2日の3.8 Flashについては
Google公式、X上の流出ベンチマークについてはThe Verge、10月1日の正式発表についてはGoogle Japanに
よる。 

このタイムラインは、Argonが単なる予定通りの年次アップデートではなく、遅延したGemini 3.5 Proを事
実上飛び越して登場したGemini 4世代の再起動であることを示す。ReutersによればGoogleはGemini 3.5
Proを今後リリースしない方針で、Argonの成功にはGoogleがOpenAI・Anthropicとの最上位モデル競争に再
び追いつけるかという戦略的意味がある。 

結論と今後の展望

Gemini 4 Argonについて、発表当日の情報だけから最も妥当な結論は、「ベンチマーク上の強さより、長期
エージェント能力を本番業務へ移すためのモデルであることが重要」というものである。Google自身のユー
スケースを見ると、単発の質問回答ではなく、80万行を超えるOSカーネル、データセンター全体の
telemetry、脆弱性探索、法律・財務リサーチといった、モデルが長く考え、多数のアクションを積み重ねる
仕事を中心に据えている。100万出力トークンという仕様もこの設計思想の延長である。 

技術的な強みは明確である。第一に、DeepSWE、Vals、AutomationBench、LVBench、長文脈
GraphWalks、CWE-benchで示された広いフロンティア級性能。第二に、従来の64Kを大幅に超える100万
トークン出力。第三に、Google自身の巨大なコード・データセンター環境で既に使われている実務志向。第
四に、防御サイバーで「脆弱性発見→検証→修復」までを狙う能力。そして第五に、これだけの性能を比較
的攻撃的なAPI価格で提供しようとしている点である。 

弱点も同じくらい明確である。FrontierSWEやTerminal-Benchでは競合に負けており、コード／エージェン
ト能力が全面的に最強というわけではない。一般アクセスがないため外部開発者による大規模再現試験もま
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2026-09-30
米国時間

GoogleがGemini 4
Argonを正式発表

2026-10-01 05時台
JST

Reuters・The
Verge等が世界向けに報道

2026-10-01

Google
Japanが日本語公式発表を公開

2026-10-01

Fairwind経由で信頼されたサイバー防御担当者への段階展開

将来・日付未指定
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Gemini 4 Argon発表前後の主要出来事（原則日本時間）
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だできない。さらに、パラメータ数、基礎アーキテクチャ、訓練データ、計算量、知識カットオフといった
モデル科学上の基本情報が未公開で、Argon固有モデルカードも調査時点で確認できない。従って「性能は詳
細に宣伝されているが、モデルそのものの透明性は低い」という非対称性がある。 

企業が採用判断をする際には、ベンチマーク首位というだけで既存ワークフローを置き換えないことが重要
である。最低限、自社データでのblind evaluation、競合モデルとの同一ハーネス比較、幻覚率と失敗パター
ン評価、プロンプトインジェクション試験、ツールごとの最小権限、長期タスクの中間承認、ログ保存、
ロールバック、法務・プライバシーレビューが必要になる。GoogleとWiz自身が、Argon級AIを本番安全に使
う際に人間による検証と隔離環境を残していることは示唆的である。 

研究面では、今後最も重要なのは独立再現性である。一般API公開後、DeepSWEやTerminal-Benchで公式値
が再現されるか、100万出力を実際にどの程度一貫性を保って利用できるか、非常に長い軌跡でエラー率がど
う累積するか、長文脈で「情報を読める」ことと「正しく行動できる」ことがどの程度一致するかが焦点に
なる。現時点ではArgonに関する査読済み独立研究は本調査では未確認である。

サイバー領域では影響がさらに大きい。CWE-bench 68%やWizの実例が外部でも再現されるなら、AIは従来
の「コード補完」から、継続的な自律脆弱性研究者へ近づく。これは防御側の生産性を飛躍させる可能性が
ある一方、同じ探索・PoC生成能力が攻撃側へ流出すればリスクも大きい。Googleが一般公開より先に
Fairwind、米政府事前アクセス、ガードレール、実行監視へ力を入れるのは、この二重用途性を反映したも
のと考えられる。 

規制面では、Argonは2026年のフロンティアAIガバナンスが「規制か自由か」という単純な二択ではなく、能
力に応じたアクセス階層化、政府への事前アクセス、外部レッドチーム、実行時モニタリング、EUのGPAI文
書化義務、組織別の権限管理へ移行していることを象徴している。米国では自主的事前評価、EUではGPAI義
務の執行、日本ではAI法・第Ⅱ期AI基本計画という異なる制度の下で展開するため、グローバル企業は同一
APIでも地域ごとにリスク管理を調整する必要がある。 

したがって、2026年10月1日現在の最終評価は次のようになる。Gemini 4 Argonは、Googleがフロンティア
競争へ復帰するうえで十分に重要なモデルであり、とりわけ「長期的に仕事を続けるAI」という点では世代
交代を感じさせる。一方、その歴史的評価を確定するには、一般API公開、独立ベンチマーク、モデルカー
ド、訓練情報、実運用の失敗率、安全評価がまだ足りない。 今後数週間～数か月で最も注目すべきなのは新
しい宣伝スコアではなく、外部ユーザーが同じ性能と安全性を再現できるかである。 

navlistGemini 4 Argonをめぐる主要報道
turn21news22,turn21news23,turn21news27,turn21news25,turn21news26,turn21news24

Gemini 4 Argon
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Google announces Gemini 4 and says it’s so capable that only ‘trusted cyber defenders’ can
have it right now | The Verge
https://www.theverge.com/tech/1002980/google-gemini-4-argon
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Google announces Gemini 4 flagship AI model after months of delays | Reuters
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Gemini 3.8 Flash — Google DeepMind
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Gemini 4 Argon Benchmarks, Cost and Capabilities | Vals AI
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Gemini 4 Argon: our next era of frontier intelligence : r/GeminiAI
https://www.reddit.com/r/GeminiAI/comments/1wufgo3/gemini_4_argon_our_next_era_of_frontier/

Scan for Good: AIを活用した重大な露出の特定
https://www.wiz.io/ja-jp/blog/scan-for-good-critical-ai-exposures?utm_source=chatgpt.com

Promoting Advanced Artificial Intelligence Innovation and Security – The White House
https://www.whitehouse.gov/presidential-actions/2026/06/promoting-advanced-artificial-intelligence-innovation-and-
security/?query-11-page=5&trk=article-ssr-frontend-pulse_little-text-block&utm_source=chatgpt.com

AI Act | Shaping Europe's digital future - European Union
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/regulatory-framework-ai?utm_source=chatgpt.com

Guidelines for providers of general-purpose AI models
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/policies/guidelines-gpai-providers?utm_source=chatgpt.com

人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律
https://laws.e-gov.go.jp/law/507AC0000000053?utm_source=chatgpt.com
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